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　　大正13年 月 日　保母 名増員　赤木定子（東京玉成保姆養成所卒業）
　　大正13年10月13日　園名を竹中幼稚園へ変更






入園 事故退園 永眠 保育終了
大正11 30 4 1 2 1
大正12 25 5 17 2 1
大正13 33 8 26 3 1
大正14 36 4 1 26 3 2





















　　　　　　　 月 日～ 月30日　8:30～11:30
　　休日　　　日曜日、土曜日、祝日、大祭日
　　夏季休園　 月25日～ 月 日迄
　　冬季休園　12月23日～ 月10日迄





　　入園期日　毎年 月 日　ただし欠員あるときは臨時に受け付ける（竹中幼稚園1925: 
7‒8）
　保育時間は、秋から冬にかけて 時間半であり、春から秋初めにかけては 時間であった。












































































師範付属 21 21 21 21 21 － － － 4 7 － 1 2 － 2
市町村立 304 304 302 302 302 6 － 5 53 6 9 3 13 2 36
私立 608 608 608 607 597 9 1 4 57  26 22 9 27 6 27


























































　目的は、「 　機嫌ヲ伺フ」「 　礼儀ヲ守ラセル」「 　他人ニ対スル尊敬心ヲ増サシム」「 　
友情ヲ暖メル」「 　善良ナル習慣ヲ養フ」「 　一致ノ精神ヲ養成ス」とある。












































































































































れており、1925年（大正14年） 月～10月の幼稚園日記をみると、第 、第 、第 、第
恩物が多く使われている。この恩物については稿を改めて整理することにしたい。
　手技については、1925年（大正14年）の幼稚園日記によれば、①穴開け、②仕事、③繪畫、
④組紙、組板、⑤織紙、⑥折紙、⑦切紙、⑧豆細工、⑨ボール紙細工、⑩砂、粘土となってい
る。（この番号については、本稿において分かりやすく整理するために筆者が記したものである）
　村山貞雄によれば、大正期の手技は、排
なら
べ方、繋ぎ方、摺
たた
み方、積み方が多かった（日本保
育学会1969: 93）。
　清原みさ子によれば、1921年（大正10年）の岡山市立幼稚園における手技は、繋方、豆細工、
粘土、紙細工、糊細工、自然物、糸細工の 種類であった（清原2014: 291）。また清原は、『幼
児教育法』の著者である和田実による「保育材料予定細目表」の中から手技に関する項目を整
理している。それによれば手技に関する項目は、貼り紙、切り抜、厚紙細工、折り紙、組み紙、
つなぎ方、縫取、粘土細工、豆細工となっている（清原2014: 293‒294）。
─ 196 ─
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　このようなところから比較すると、竹中幼稚園の手技は、①穴開け、③繪畫に特性があるこ
とが考えられるが、手技の詳細についても稿を改めて整理することにしたい。
　本稿では、竹中幼稚園の胎動をさらに詳細に描き、竹中幼稚園の保育内容であった会集、律
動、遊戯、自由遊び、仕事（手技、恩物）を再現し、会集についてはやや詳細に再現した。そ
してこれらを、大正期の幼稚園史の流れの中に位置づけることを多少であるが試みた。
　次稿では、会集、手技、恩物についてさらに詳細に再現すること、それらを大正期から昭和
初期の幼稚園史に位置づけることにしたい。
　竹中みつ氏および竹中幼稚園の資料を研究として使用するにあたり、倉敷教会の中井大介牧師、
竹中幼稚園の小山光子園長から、専属的な許可とご依頼を戴きました。資料の撮影においては、帝
京科学大学の田口直子氏から多大なご協力を戴きました。資料の検討においては、帝京科学大学の
田口直子氏、神谷純子氏、福山大学の藤原美樹氏から多大なご協力を戴きました。
　お世話になりました皆様に心から感謝の気持ちを述べさせていただきます。
⑴ 竹中光子が本名であるが、存命中、二つの名前を使用していることから、本稿では竹中みつと
記載する。但し、本人が著者として竹中光子もしくは竹中みつと記載したものについては、そ
の通りの表記とする。
清原みさ子（2014）『手技の歴史　フレーベルの「恩物」と「作業」の受容とその後の理論的、実
践的展開』新読書社
高月教恵（2010）『日本における保育実践史研究─大正デモクラシー期を中心に─』御茶の水書房
竹中みつ（1924）『個人日記』
竹中みつ（1925）『幼稚園日記』
竹中光子（年代不明）『會集』
竹中幼稚園（1925）『竹中幼稚園の栞』大正十四年四月
竹中幼稚園（1932）『十周年記念　竹中幼稚園の栞』昭和七年十一月二十二日
竹中幼稚園（1962）『創立四十周年記念　竹中幼稚園のしおり』
日本保育学会（1969）『日本幼児保育史　第三巻』フレーベル館
（受理日　2020年 月 日）
